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⑬が、政治に失敗し逃れた場所

鎌倉幕府を倒した天皇

⑰と⑲の二つの朝廷に分かれて対立していた時代

⑬が、一度幕府を倒すことに失敗し、島流しにされた場所

源平の合戦で焼失し、鎌倉時代に再建された、奈良県にある寺

日本に使者を送り、元に服属するよう求めた人物

⑤南大門におかれている、運慶らによってつくられた像

⑦の要求を拒否した執権

1274年、元と高麗の連合軍が北九州に上陸した戦乱

1281年に、再び元軍が攻めてきて起こった戦乱

⑨、⑩の二度にわたる元軍の襲来

鴨長明が著した随筆

藤原定家らが選定した和歌集

⑱に新しくたてられた朝廷

⑬とともに鎌倉幕府を倒し、のちに室町幕府を開いた人物

⑪ののち、生活が苦しくなった御家人のために幕府が出した、
借金を帳消しにする法令

⑬による公家重視の政治

⑮が京都に新しく天皇をたてた朝廷

1問　５点年　　　組　　　番中学歴史 鎌倉時代②

兼好法師が著した随筆

琵琶法師によって語られた、平氏の栄枯盛衰を描いた軍記物
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1問　５点年　　　組　　　番中学歴史 鎌倉時代②

徒然草
つれづれぐさ （　　　　　　　　　　）が著した随筆

平家物語
へいけものがたり （　　　　　　　　　　）によって語られた、

平氏の栄枯盛衰を描いた軍記物

名前鎌倉文化・
元寇と鎌倉幕府の滅亡 ／100

方丈記
ほうじょうき （　　　　　　　　　　）が著した随筆

新古今
し ん こ き ん

和歌
わ か

集
しゅう （　　　　　　　　　　）らが選定した和歌集

（　　　　　　　）に新しくたてられた朝廷

後醍醐天皇とともに鎌倉幕府を倒し、
のちに（　　　　　　　）幕府を開いた人物

徳政
とくせい

令
れい 元寇ののち、生活が苦しくなった（　　　　　　　　）のために

幕府が出した、（　　　　　　　　　　　）にする法令

東大寺
と う だ い じ

金剛
こんごう

力士
り き し

像
ぞう

フビライ＝ハン

建武
け ん む

の新政
しんせい 後醍醐天皇による（　　　　　　　）重視の政治

北朝
ほくちょう 足利尊氏が（　　　　　　　）に新しく天皇をたてた朝廷

北条時宗
ほうじょうときむね

1281年に、再び（　　　　　　　）が攻めてきて起こった戦乱

文永の役、弘安の役の二度にわたる（　　　　　　　）の襲来元寇
げんこう

弘安
こうあん

の役
えき

文永
ぶんえい

の役
えき

源平の合戦で焼失し、鎌倉時代に再建された、
（　　　　　　　）県にある寺

日本に使者を送り、（　　　　　　）に服属するよう求めた人物

東大寺（　　　　　　　　）におかれている、
（　　　　　　　）らによってつくられた像

フビライ＝ハンの要求を拒否した（　　　　　　　）

1274年、（　　　　　　　）と高麗の連合軍が
（　　　　　　　　）に上陸した戦乱

吉野
よ し の 後醍醐天皇が、政治に失敗し（　　　　　　　　　）場所

後醍醐天皇
ご だ い ご て ん の う （　　　　　　　　　　　）を倒した天皇

南北朝時代
なんぼくちょうじだい （　　　　　　　）と（　　　　　　　）の

二つの朝廷に分かれて対立していた時代

後醍醐天皇が、一度幕府を倒すことに失敗し、
（　　　　　　　　　　）にされた場所

足利
あしかが

尊氏
たかうじ

南朝
なんちょう

隠岐
お き
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吉野
よ し の

後醍醐天皇
ご だ い ご て ん の う

南北朝時代
なんぼくちょうじだい

足利
あしかが

尊氏
たかうじ

南朝
なんちょう

隠岐
お き

元寇
げんこう

弘安
こうあん

の役
えき

文永
ぶんえい

の役
えき

方丈記
ほうじょうき

新古今
し ん こ き ん

和歌
わ か

集
しゅう

徳政
とくせい

令
れい

東大寺
と う だ い じ

金剛
こんごう

力士
り き し

像
ぞう

フビライ＝ハン

建武
け ん む

の新政
しんせい

北朝
ほくちょう

北条時宗
ほうじょうときむね

1問　５点年　　　組　　　番中学歴史 鎌倉時代②

徒然草
つれづれぐさ

平家物語
へいけものがたり

名前鎌倉文化・
元寇と鎌倉幕府の滅亡 ／100
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